
平成27年10月14日（水）午後、徳島県教育会館本館小ホールにおいて、平成27年度徳島河川国道事

務所工事等安全協議会を開催しました。

本協議会は、徳島河川国道事務所所管の工事及び外業のある業務に従事する労働者の安全教育並

びに工事等の安全施工、第３者災害防止等に寄与することを目的としています。

会議には、講師３名、事務所職員５４名、工事受注者８２名、業務受注者４５名の合計１８４名が参加し

ました。

竹島会長（徳島河川国道事務所長）の挨拶に続き、四国地方整備局・近藤地方事業評価管理官から

「安全管理と事故について」について説明していただきました。

その後、安全活動取り組みの事例として、吉野川下流・旧吉野川地区分会の南本旧吉野川出張所長

より「H26‐27徳長堤防耐震対策工事 における安全対策」を紹介いただきました。

ご臨席いただいた徳島労働局労働基準部健康安全課 吉原地方産業安全専門官、徳島県警察本部

交通部 橋本交通規制課指導官からは、「建設労働災害防止に向けて」及び「工事事故の発生状況と

事故防止対策」について講話をしていただきました。

続いて、徳島河川国道事務所武田事業対策官より｢埋蔵文化財と公共事業について」周知いただき、

檜田道路部会長（副所長）より「各分会の活動報告」について報告していただきました。

参加者は工事等の安全に対する重要性を再認識するとともに、工事等の事故、災害の防止への決意

を新たにし、最後は西山業務分会長（副所長）の挨拶で閉会しました。
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